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41   3≦n で
333

41
na が決まる確率を考える。 

小数点以下第 1位は1でなければならない。第 2位が1ならば
333

41
na が決まる。 

小数点以下第 1位が1、第 2位が 2のとき、第 3位が 2以下ならば
333

41
na が決まる。 

3回までに
333

41
na が決まる確率は 

27

1

6

2

6

1

6

1

6

1

6

1
  

3 回まで数字が一致し、4回から 6回までに
333

41
na が決まる確率は 
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m3 回まで数字が一致し、 13 m 回から 33 m 回までに
333

41
na が決まる確率は 
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(2) 

4.0 のとき 

1回目に 3以下が出れば na が決まり、1回目に 4以上が出れば必ず na となるので )1(
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)( ≧nPn   

41.0 のとき 

同様に、1回目に 3以下が出たときのみ na が決まるので )2(
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42.0 のとき 

1回目に 3以下が出るか、1回目に 4、2回目に 1が出たとき na が決まるので )2(
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36.0 のとき 

1回目に 2以下が出るか、1回目に 3が出て 2回目に 5以下が出たとき na が決まるので 
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366.0 のとき )3(
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6663.0 のとき 
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